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関東平野における長周期地震動の震源方位特性とその時系列変動
Source Azimuthal Dependence of Long-Period Ground Motions in the Kanto Basin and the
transition of time-history
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2011年東北地方太平洋沖地震の際，関東平野全域で長周期地震動が観測され，超高層建物にも大きな揺れが生
じた．その本震や余震等のデータ分析により，関東平野で観測される長周期地震動の増幅特性が震源の方位に
よって異なることが報告されている(湯沢・南雲，2012；津野ほか，2012)．津野ほか(2012)は，東北地方太平
洋沖地震とその余震記録の解析を行っており，地中と地表で観測された地震記録の速度応答スペクトル比から
算出されたサイト増幅特性は，周期3秒以上の地震動に対して震源の位置に依存すると報告している． 
著者らは，関東平野周辺で発生した10地震の観測記録と地震動シミュレーションの結果を用いて，関東平野に
おける長周期地震動の震源方位特性について検討(Noyori et al., 2015)を行ってきた．その結果，関東平野中
心部の観測記録において，関東平野から北西の新潟方面または南西方向の静岡方面に震源が位置する地震に対
して周期3秒以上の長周期地震動が卓越しやすく，地震動シミュレーションの結果においてもこの傾向が得られ
ることが分かった． 本報告では，関東平野で観測されたKiK-netの記録を一定時刻ごとに区切り地表/地中の速
度応答スペクトル比を求め，震源方位特性の時系列変動について検討をした．
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